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まえがき 
 
 
 本調査研究報告書は，アジア経済研究所が 2008 年度から２年間の予定で実施している
「開発途上国の障害者と法：法的権利の確立の観点から」研究会の１年目の中間報告書で

ある。本研究会の最終成果は 2009年度に執筆され，翌 2010年度中に研究書として刊行さ
れる予定である。 
 2006年 12月の国連障害者権利条約の採択により障害者の人権に関する国際社会のコン
センサスがまとまり，障害分野においても権利に基づくアプローチによる開発枠組みが整

った。権利条約は締約国の一般的義務として，本条約において認められる権利を実施する

ためにすべての適切な立法措置，行政措置その他の措置をとることを謳っており，その範

囲は，経済・社会のあらゆる領域に及び，非差別，法の下の平等，司法へのアクセスなど

を含んでいる。アジア太平洋地域の立法状況については 10 年前に国連 ESCAP が資料集
を発行しているが，各国における障害者の権利確立についての詳細は明らかになっておら

ず，とくに条約に照らした障害者立法の発展およびその運用状況を明らかにすることが求

められている。 
 各国の実態を現地に即して分析するために，本研究会の委員は，障害分野は初めてであ

るがアジア各国の法律を専門とする研究者と「障害と開発」や障害当事者運動にかかわっ

ている研究者・実務家の両者が組む形で構成されている。したがって，研究会の初年度に

あたる 2008 年度は主として「障害と開発」や障害当事者運動の動向を踏まえながらそれ
ぞれが担当する国の現状を把握することにつとめた。本報告書は中間報告として，そうし

た各国の障害者の現状，障害者立法およびいくつかの論点についてまとめている。来年度

はこれらをもとに議論を重ね，各国における障害者の権利確立をめぐる課題を明らかにし

たい。 
 今年度の研究会では，東京アドォボカシー法律事務所の池原毅和弁護士から障害者の平

等実現のためのシステムのあり方に関して，また早稲田大学大学院アジア太平洋研究科の

勝間靖教授から開発における人権の主流化に関して興味深い内容のご報告をいただいた。

また，オブザーバーとして山形辰史氏（アジア経済研究所）に研究会の議論に加わってい

ただいた。さらに，現地調査に際しては多くの方々に貴重な時間を割いていただき，有用

な情報をいただいた。ここに記して感謝の意を表したい。 
 

2009年３月 
編 者 
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